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sustainable transportation

　
持
続
可
能
な
町
に
は
持
続
可
能
な
公

共
交
通
が
必
要
で
す
。
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
交
通
空
白
地
域
が
多
い
福
智
町

に
と
っ
て
、
公
共
交
通
の
有
無
は
死
活
問

題
。
も
し
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど

う
や
っ
て
通
学
す
る
の
？
車
を
運
転
で
き

な
い
高
齢
者
の
通
院
、
買
い
物
の
足
は
？

さ
ら
な
る
人
口
減
が
進
む
こ
と
は
容
易
に

想
像
で
き
ま
す
。

　
福
智
町
の
重
要
な
公
共
交
通
の
一つ
で

あ
る
平
成
筑
豊
鉄
道
。
平
成
元
年
に
地

元
の
期
待
を
背
負
い
開
業
以
来
10
年
間

黒
字
を
続
け
、
3
セ
ク
鉄
道
の
優
等
生
と

し
て
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

成
16
年
に「
大
口
顧
客
」の
鉱
山
会
社
が

事
業
を
撤
退
し
、
収
入
源
の
16
％
を
占

め
る
貨
物
輸
送
を
失
い
赤
字
経
営
に
転

「
平
成
筑
豊
鉄
道
」。
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
地
域
の「
足
」―

落
。
さ
ら
に
沿
線
人
口
の
減
少
、
少
子
高

齢
化
、
マ
イ
カ
ー
社
会
の
進
展
に
よ
り
乗

客
が
減
少
、
度
重
な
る
豪
雨
災
害
や
コ
ロ

ナ
禍
も
追
い
打
ち
を
か
け
、
令
和
2
年

度
の
乗
客
数
は
ピ
ー
ク
時
の
平
成
4
年

度
の
半
数
に
ま
で
減
少
し
、
令
和
4
年

3
月
期
決
算
で
25
年
連
続
の
営
業
赤
字

を
計
上
し
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
公
共
交
通
を

目
指
し
て平

成
筑
豊
鉄
道
の「
現
状
」を
河
合

社
長
に
聞
く
―
―

　「
全
国
的
に
鉄
道
の
維
持
が
大
変
厳
し

い
状
態
で
す
が
、
我
々
中
小
ロ
ー
カ
ル
鉄
道

は
３
つ
の
共
通
課
題
（
①
沿
線
の
人
口
減

少
、
②
施
設
の
老
朽
化
、
③
大
雨
や
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
）を
抱
え
て
お
り
、

基
本
的
に
沿
線
市
町
村
の
補
助
金

で
成
り
立
って
い
る
状
況
で
す
。
現

在
は
さ
ら
に
コロ
ナ
禍
が
お
客
様
の

減
少
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
て
、

平
筑
の
場
合
も
全
く
同
様
で
す
」。

　「
少
子
高
齢
化
の
進
展
で
沿
線
人
口

は
今
後
も
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
経
営
の
維
持
に
は
外
部
か
ら
新
規
客

を
呼
び
込
む
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令

和
元
年
3
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た「
こ
と
こ
と

列
車
」は「
な
な
つ
星
」を
手
掛
け
た
水
戸

岡
鋭
治
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
車
両
で
、

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
一つ
星
店
シ
ェ
フ
監

修
の
フ
レ
ン
チ
コ
ー
ス
を
楽
し
め
る
列
車
。

平成筑豊鉄道初の公募社長として、88
人の候補者から選ばれ平成 29 年 10 月
に就任。東京大学理科Ⅰ類中退後、大分
県職員、九州産交バス取締役を経て現職。

平成筑豊鉄道
河合賢一代表取締役社長　

沿
線
人
口
は
減
少
の一途
。
新
規
客

を
呼
び
込
む
様
々
な
取
り
組
み
。

上
質
な
体
験
が
好
評
で
す
。
ま
た
、
世

界
的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ミ
ヤ
ザ
キ
ケ
ン

ス
ケ
さ
ん
と
福
智
町
の
子
ど
も
た
ち
が

車
両
を
ペ
イ
ン
ト
し
た「
ス
ー
パ
ー
ハ
ッ

ピ
ー
ト
レ
イ
ン
」は
S
N
S
で「
映
え
る

列
車
」と
し
て
話
題
に
。
新
規
客
を
取

り
込
む
に
は
、
情
報
発
信
す
る
こ
と
が

今
の
時
代
重
要
で
す
。
ま
た
、
毎
月
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
お
子
様
に
へ
い
ち
く

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
息

の
長
い
お
客
様
を
増
や
し
て
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
で
増
収
と
と
も
に
地
域
活
性
化
に
も

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

Ｄ
Ｇｓ
と
は
、「
誰一人
取
り
残
さ

な
い
」
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
を
目
指
す
世
界
共
通
の
目
標
で
す
。「
持

続
可
能
」と
は
、「
何
か
を
し
続
け
ら
れ
る
」

と
い
う
こ
と
。

　

2
0
1
5
年
に
日
本
創
生
会
議
か
ら
、

2
0
4
0
年
に
若
年
女
性（
20
～
39
歳
の

若
年
）
人
口
が
5
割
以
下
に
減
少
す
る

「
消
滅
可
能
性
都
市
」に
選
ば
れ
て
し
ま
っ

た
福
智
町
。
で
き
れ
ば
外
れ
て
欲
し
い
予

想
で
す
。「
誰
一人
取
り
残
さ
ず
」福
智
町

が「
存
在
し
続
け
ら
れ
る
」に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
町
の
財
政
健

全
化
は
勿
論
の
こ
と
で
す
が
、
今
回
は
、

全
国
的
に
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
ロ
ー
カ

ル
鉄
道
の
在
り
方
に
関
連
し
て
、
福
智
町

の
重
要
な
公
共
交
通
、
平
成
筑
豊
鉄
道

の
持
続
可
能
な
在
り
方
や
、
福
智
町
の

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み
を
特
集
し
ま
す
。

↑ＳＤＧ s には17 の目標と169 のターゲットから構成されています。
SDGs は、みんながひとつしかないこの地球で暮らし続けられる「持続
可能な世界」を実現するために進むべき道を示したナビのようなもの。

Ｓ

この町を持続可能にするための
ヒント、探してみました。

2040 年に消滅してしまうかもしれない「消滅可能
性自治体」に選ばれてしまった福智町。この自然
豊かな故郷を、大切な子どもたちに繫いでいくに
はどうすればいいのでしょうか？

特集

SDGs for Fukuchi 

特集

SDGs for Fukuchi 
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テスト期間中は

運
・・・・

賃無料
プク！

1

2

　 ベンリ！
予約した時間に
バス停にバスが
来る集合バス

     安心！
到着する希望時間
から乗車時刻をお
知らせ

     簡単！
予約は電話やス
マホＰＣなどで
　  簡単に

バス停倍増！
現 在 あ る 130 の
バス停に 20 箇所
を追加

予約型乗合いバスサービス

　
「
平
筑
は
も
と
も
と
石
炭
を
運
ぶ
た
め

の
鉄
道
を
引
き
継
い
だ
の
で
、
施
設
が
立

派
で
歴
史
は
古
い
。
例
え
ば
直
方
と
小
竹

の
間
の
遠
賀
川
に
架
か
る
橋
は
百
年
以
上

前
に
で
き
た
大
変
立
派
な
も
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
百
年
以
上
経
っ
て
い
る
施
設
が

多
数
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
維

持
し
て
い
く
か
が
今
後
大
変
重
た
い
問
題

に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

鉄
道
は
バ
ス
と
違
っ
て
イ
ン
フ
ラ
を
抱

え
て
い
る
の
で
施
設
を
維
持
管
理
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
鉄
道
の
施

設
の
一つ
に
レ
ー
ル
と
レ
ー
ル
の
間
に
設
置

さ
れ
る
「
枕
木
」が
あ
り
ま
す
。
枕
木
に

は「
レ
ー
ル
の
間
隔
の
維
持
」と
い
う
重
要

　

災
害
に
よ
り
、
図
ら
ず
も
鉄
道
か
ら

B
R
T（
バ
ス
・
ラ
ピ
ッ
ド
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
の
略
。
バ
ス
専
用
道
や
バ
ス
専
用
レ
ー

ン
を
利
用
す
る
バ
ス
に
よ
る
高
速
輸
送
シ

ス
テ
ム
）へ
切
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た

村
が
あ
り
ま
す
。
朝
倉
郡
の
東
峰
村
で

す
。
甚
大
な
被
害
を
発
生
さ
せ
た
平
成

29
年
7
月
九
州
北
部
豪
雨
。
こ
の
大
雨

平
成
29
年
7
月
九
州
北
部
豪
雨
。

未曽有の災害未曽有の災害

に
よ
り
、
東
峰
村
を
走
る
Ｊ
Ｒ
日
田
彦

山
線
も
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

沿
線
の
被
災
市
町
村（
東
峰
村
、
添

田
町
、
日
田
市
）は
日
田
彦
山
線
を
定
時

性
が
確
保
で
き
る
鉄
道
と
し
て
復
旧
す
る

よ
う
、
当
初
強
く
望
み
ま
し
た
。
JR
九

州
も
鉄
道
復
旧
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示

し
て
い
ま
し
た
が
、
鉄
道
復
旧
費
の
試
算

額
が
約
58
億
円
に
上
る
こ
と
が
判
明
す

る
と
、「
鉄
道
復
旧
す
る
場
合
、
沿
線
の

各
市
町
村
に
年
間
1
億
6
千
万
円
の
運

行
経
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と

ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
。
JR
九
州
は
関
係
市
町
村

に
、鉄
道
復
旧
の
代
わ
り
に
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
の
復

旧
案
を
提
示
し
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
彦

山
駅
～
宝
珠
山
駅
の
区
間
は
鉄
道
を
バ
ス

専
用
道
と
し
、
そ
れ
以
外
の
添
田
駅
～
↖

公
共
交
通
消
滅
の
危
機
。
苦
渋
の

決
断
。
B
R
T
と
し
て
復
活
。

眞田 秀樹
さなだ・ひでき
●東峰村長。同村
総務課長、副村
長を経て、令和3
年10月に初当選。
選挙戦では九州北
部豪雨で被災した
JR日田彦山線を
BRTで復旧するこ
とに伴う、地域活
性化や産業振興を
訴えた。

↙
日
田
駅
ま
で
の
区
間
は一般
道
を
利
用

す
る
と
い
う
も
の
。
添
田
町
と
、
久
大
本

線
が
あ
る
日
田
市
は
案
を
受
け
入
れ
ま
す

が
、
添
田・
夜
明
両
方
面
への
通
勤
通
学

者
が
多
い
東
峰
村
は
、「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
路
線
全

て
が
専
用
道
で
な
い
と一般
道
で
渋
滞
す
る

こ
と
が
あ
る
の
で
定
時
制
が
確
保
で
き
な

い
」と
し
反
対
。
鉄
道
復
旧
を
求
め
署
名

活
動
、
総
決
起
集
会
が
開
か
れ
る
も
、
年

間
1
億
6
千
万
円
の
費
用
負
担
が
村
民
の

肩
に
重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。
最
終
的
に

村
は「
断
腸
の
思
い
」（
当
時
の
澁し

ぶ
や谷
村
長

の
表
現
）で
B
R
T
の
受
け
入
れ
を
決
定
。

　

眞さ
な
だ田
現
東
峰
村
長
は
、「
当
時
は一職
員

で
意
志
決
定
す
る
立
場
に
な
かっ
た
」と
し

な
が
ら
も
当
時
を
振
り
返
り
、「
他
の
自

治
体
の
意
向
も
あ
り
東
峰
村
だ
け
で
決
め

ら
れ
る
こ
と
で
は
な
かっ
た
。「
九
州
の
自
立

を
考
え
る
会
」や
、
当
時
の
小
川
知
事
と

の
対
話
を
重
ね
、
B
R
T
を
受
け
入
れ
ざ

る
を
得
な
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
無
理
に

鉄
道
復
旧
し
て
も
多
額
の
費
用
負
担
か
ら

数
年
後
に
便
数
減
、
廃
線
に
至
っ
た
こ
と

も
想
像
で
き
る
。
鉄
道
復
旧
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
本
当
に
残
念
。
し
か
し
、
B
R
T

化
は
、
不
況
が
続
き
今
後
も
沿
線
人
口
の

減
少
が
進
む
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
持
続

可
能
な
公
共
交
通
の
在
り
方
と
し
て
仕
方

な
かっ
た
の
か
し
れ
な
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

　

北
九
州
方
面
な
ど
遠
方
への
広
域
交
通

を
B
R
T
が
、
通
院
や
買
い
物
の
た
め
の
近

距
交
通
を
オ
ン
デ
マン
ド
バス
が
担
う
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
眞
田
村
長
。「
B
R
T
導

入
に
伴
う
駅
の
新
設
や
整
備
を
チ
ャンス
と

と
ら
え
、
被
災
し
た
東
峰
村
と
添
田
町
の

地
域
振
興
を
推
進
す
る
た
め
の「
福
岡
県

日
田
彦
山
線
沿
線
地
域
振
興
基
金
」も
活

用
し
、
復
興
を
加
速
さ
せ
た
い
」と
意
欲
を

見
せ
ま
し
た
。

　

鉄
道
は一度
廃
線
す
る
と
再
開
は
困
難
。

福
智
町
も
、
交
通
弱
者
を
取
り
残
さ
な
い
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
考
え
る
時
期
に

来
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

↑彦山駅と筑前岩屋駅間の全長4377ｍの釈迦岳ト
ンネル。レールが撤去されBRT専用道を整備中。出
口に見える微

かす

かな光明は彦星のよう。ひこぼしライン
が文字通り被災市町村復興の希望の「星」となれるか。

　

こ
こ
ま
で
平
筑
の
現
状
と
課
題
、
東

峰
村
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
見

て
き
ま
し
た
が
、
福
智
町
の
重
要
な
公

共
交
通
の
一
つ「
福
祉
バ
ス
」を
、
持
続

可
能
な
公
共
交
通
に
転
換
す
る
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」

の
テ
ス
ト
運
行
を
1
月
か
ら
行
い
ま
す
。

　
オ
ン
デ
マン
ド
バス
と
は
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知

能
）が
予
約
時
刻
や
予
約
状
況
に
よ
っ
て

最
適
ル
ー
ト
や
乗
る
便
を
自
動
的
に
割
り

出
し
て
く
れ
る
便
利
な
乗
り
合
い
バ
ス
で

す
。
乗
客
の
需
要
の
有
無
で
最
適
ル
ー
ト

や
運
行
の
有
無
を
決
め
る
の
で
、コス
ト
カ
ッ

ト
に
繋
が
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
方
法
な

ど
詳
細
は
、
1
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

テ
ス
ト
運
行
が
福
智
町
で
も
1
月
か
ら
開
始

福
祉
バ
ス
を
よ
り
便
利
に
、

持
続
可
能
に
。

古
く「
立
派
す
ぎ
る
」施
設
の
維
持

管
理
が
経
営
の
負
担
に
―

な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
枕

木
が
劣
化
す
る
と
レ
ー
ル
の
間
隔
が
維
持

で
き
な
く
な
り
、
最
悪
脱
線
す
る
の
で
、

枕
木
の
維
持
管
理
は
非
常
に
重
要
。
平

筑
と
同
規
模
の
ロ
ー
カ
ル
線
が
単
線
な
の

に
対
し
、
平
筑
は
一
部
が
複
線
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
単
線
と
比
べ
て
単
純
に
倍
の

費
用
と
労
力
が
か
か
り
ま
す
。
平
筑
の

レ
ー
ル
の
総
延
長
は
約
50
㎞
で
す
。
レ
ー

ル
と
レ
ー
ル
の
間
に
は
枕
木
が
約
60
㎝
間

隔
で
設
置
さ
れ
て
い
て
、
全
部
で
十
数
万

本
の
枕
木
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
単
線
の
場
合
と
比
べ
て
維

持
管
理
費
が
か
か
り
、
経
営
を
圧
迫
す
る

要
因
と
な
って
い
ま
す
。し
か
し
、
老
朽
化

等
につい
て
現
状
を
正
確
に
把
握
し
た
う
え

で
、必
要
な
と
こ
ろ
か
ら
き
ち
ん
と
補
修
し

安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。

❶全国にたった１台しかないキ
ハ2004の撮影会。❷カラフル
なハッピートレイン。見るとハッ
ピーになれるかも？➌ことこと列
車のフレンチコースには沿線市
町村の食材をふんだんに使用。

専用道を走行

一般道を走行

一般道を走行

彦山

添田

宝珠山

夜明 日田

小倉

久留米

久大
本線

久大本線

筑前岩屋

↑BRTの名称は「ひこぼしライン」に決定。2023
年夏に開業予定。表示駅は主要駅で設置駅計画
数は37。利便性向上のため25駅を新設する。

が村から鉄路を奪った―が村から鉄路を奪った―

Ｂ
Ｒ
Ｔ
と
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
を

組
み
合
わ
せ
遠
近
双
方
を
カ
バ
ー
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

BRT専用道
一般道

←「撮り鉄」の名所だった
村のシンボル眼鏡橋も九
州北部豪雨で被災した㊨
が、現在はバス専用道とし
て整備中㊧。周辺を伐採し、
景観を整備して観光資源
として復活させたいという。

↓
❶
現
在
は
鉄
道
の
代
わ
り
に
Ｊ
Ｒ
九
州
が
代
行
バ
ス

を
運
行
中
。
❷
当
時
の
苦
労
を
語
る
東
峰
村
の
泉
係

長
㊨
と
和
田
係
長
㊧
。
Ｊ
Ｒ
九
州
完
全
民
営
化
時
の

経
営
安
定
基
金
を
使
え
ば
鉄
道
復
旧
も
可
能
だ
っ
た
？
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威
い か い

海市出身。古民
家再生による地域
活性化をテーマに
研究している。デ
ザインを通じて地域
課題を解決したい。

内モンゴル出身。地
域コミュニティの再
構築をテーマに、音
楽の人と人を繫ぐ力
による地域活性化の
研究を行っている。

湖
こしゅう

州出身。音楽とダ
ンスに影響を受け、リ
ズム、身体、空間の
関係性を研究中。面
白い物を作って全世
代を楽しませたい。

葫
こ ろ

蘆島出身。バイオ
ニクス表皮によるプ
ロダクトデザインの
研究と実践を行って
いる。大地の芸術と
バイオアートが好き。

鄭
ていしゅう

州市出身。機械
工学専攻。デザイ
ン工学に興味があ
り、ゲーム（プレイ
と制作両方）と哲学、
装置制作が趣味。

周
シュウ

 少
ショウホ

帆さん 程
テイ

　 宇
ギョウウ

さん 朱
シュ

 澤
タクイツ

一さん 王
オウ

 小
ショウトウ

彤さん

竹
藪
が
ア
ー
ト
を
生
み
、
ア
ー
ト
が
人
と
人

の
繋
が
り
を
生
む
。バ
ン
ブ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トin Fukuchi

①材料の竹を切った切り口に証
明を設置。「自然から人工への移り
変わり」を表現しているという。②
滞在中五

い か が わ

十川マチ子さん㊨から
貰った星のワッペンをずっと身に
つけていたシュウさん㊧。③材料
の竹。材料調達と竹林の管理を
両立。④鹿

し し お ど
威しの動きをチェック。

近
年
増
加
す
る
管
理
者
不
在
の「
放
置

竹
林
」。
土
砂
災
害
の
原
因
に
も
。

「
厄
介
者
」が
作
品
の「
材
料
」に
。
竹
林
の

管
理
と
材
料
調
達
を
両
立
。

福
智
町
で
も
進
む「
地
域
の
つ
な
が
り
」

の
希
薄
化
。
そ
の
力
を
再
発
見
。

　
「
雨う

ご後
の
筍
た
け
の
こ」と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
す
ぐ
に
育
つ
竹
で
す
が
、
そ
の
旺
盛
な
生

命
力
の
た
め
、
竹
林
は
1
年
で
も
手
入
れ
を

サ
ボ
る
と
見
る
も
無
惨
な
姿
に
。
根
を
浅

く
張
る
孟も

う
そ
う
ち
く

宗
竹
の
性
質
上
、
管
理
さ
れ
て
い

な
い
竹
林
は
土
砂
災
害
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
「
放
置
竹
林
」は
、
土
地

の
所
有
者
が
わ
か
ら
な
い「
所
有
者
不
明
土

地
」問
題
と
も
相
ま
っ
て
近
年
増
加
し
て
い

ま
す
。
面
積
の
多
く
を
山
林
が
占
め
る
福
智

町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

が
、
草
場
公
民
館
に
1
週
間
住
み
込
み
で
作

成
。
作
品
の
材
料
の
調
達
の
た
め
の
伐
採
が

そ
の
ま
ま
竹
林
の
管
理
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

留
学
生
が
公
民
館
に
滞
在
中
、
近
所
の
皆

さ
ん
が
食
材
を
持
ち
よ
り
夏
野
菜
カ
レ
ー
を
振

る
舞
っ
て
く
れ
る
な
ど
、
毎
日
の
よ
う
に
差
し

入
れ
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
留
学

生
は
皆
、「
東
京
は
隣
に
誰
が
住
ん
で
い
る
か
も

分
か
ら
な
い
け
ど
、
こ
ち
ら
は
人
と
人
の
距
離

が
近
く
て
あ
た
た
か
い
」と
口
を
揃
え
ま
す
。「
こ

こ
は
田
舎
だ
け
ど
東
京
よ
り
落
ち
着
く
。
私
た

ち
は
皆
田
舎
も
の
だ
か
ら
」と
冗
談
交
じ
り
に

言
う
の
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
周

シ
ュ
ウ
シ
ョ
ウ
ホ

少
帆
さ
ん
。

近
所
の
五い

か
が
わ

十
川
マ
チ
子
さ
ん（
市
場
）
が
作
っ
て

く
れ
た
星
形
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
気
に
入
っ
て
、
滞
在

中
ず
っ
と
身
に
付
け
て
い
た
そ
う
で
す
。
大
学

で
は
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
再
構
築
を
テ
ー
マ
に

研
究
す
る
シ
ュ
ウ
さ
ん
は「
本
当
の
勉
強
は
学

校
で
は
な
く
こ
の
よ
う
に
社
会
で
す
る
も
の
」

と
断
言
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
た
前

述
の
五い

か
が
わ

十
川
マ
チ
子
さ
ん（
市
場
）は「
留
学
生

は
皆
優
し
か
っ
た
。
最
近
は
組
に
入
ら
な
い
人

も
増
え
て
き
て
、
コ
ロ
ナ
も
あ
っ
て
近
所
の
集

ま
り
が
な
か
っ
た
け
ど
、
久
し
ぶ
り
に
皆
で
集

ま
っ
て
楽
し
か
っ
た
」と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

イベントは「7 世代キャンプ場」で開催。老
ろうにゃくなんにょ

若男女が憩いのひとときを共にしました。

近
年
増
加
す
る
放
置
竹
林
。
最
近
で
は
厄
介
者
扱
い
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
竹
を
使
っ
て
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
、
ア
ー
ト
作
品
を
つ
く
り
、
そ

の
作
品
で
創
っ
た
幻
想
的
な
空
間
で
地
域
の
人
と
の
交
流
や
音
楽
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト「
バ
ン
ブ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
厄
介
者
扱
い
さ
れ
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
孟も

う
そ
う
ち
く

宗
竹
を
使
っ
て
、椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
、

鹿し
し
お
ど威
し
な
ど
を
作
り
、
そ
れ
ら
で
創
っ
た
幻

想
的
な
空
間
で
音
楽
や
交
流
を
楽
し
む
イ
ベ

ン
ト「
バ
ン
ブ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
、9
月
に「
7

世
代
キ
ャ
ン
プ
場
」（
市
場
）で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
地
元
住
民
を
は
じ
め
約

3
0
名
が
参
加
し
、
幻
想
的
な
空
間
で
の
演

奏
と
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
作
品
は
、
武

蔵
野
美
術
大
学（
東
京
）に
在
学
中
で
こ
の
イ

ベ
ン
ト
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
中
国
人
留
学
生

元戎日 草函 さん強 長小 宇辰
チョウ  カンシンバンブープロジェ

クトの「仕掛け人」

日
ひ だ か ま さ ひ ろ

高将博さん
● 福智町市場在
住。地域おこし
協力隊として活動中。「竹林から生まれ
た作品で人と人を繋げる」をコンセプ
トに今回のプロジェクトを企画。「自宅
裏山の竹林を伐採中、廃棄する大量
の竹を有効活用できないかと思ったこ
とが原点です。放置竹林と地域コミュ
ニティの縮小に悩む地方の持続可能な
未来のヒントになったら」と言います。

頼れるリーダー 音楽で人と人を繫ぐ 音楽とダンスが大好き 福智町での出会いが楽しみ 工学とデザインを繋げる

SUSTAINABLE ENVIROMENT

武蔵野美術大学の中国人留学生が竹藪から
生み出してくれた幻想的な空間で、留学生と
地域の人が楽しいひとときを過ごしました。

123

4
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温泉de子ども食堂
天然温泉日王の　

方城中学校福智町観光庁事業
持続可能な福智町の
提言発表会

町の看板商品の創出

温かい食事とお風呂を提供
全国的にも珍しい天然温泉
での子ども食堂がオープン

総合的な学習の一環で
パソコンソフトを駆使し
福智町のＳＤＧsを考える

町の観光資源を活用した
魅力発信と知名度向上の
モニターツアーを実施

すぐに行動できること

未開封の食品を寄付する

インターネットで調べる

本で学ぶ
図書館・歴史資料館「ふくちのち」で、SDGｓに関する書籍を無料で借りることができます。

◉SDGsの基礎
　白田範史／編
　（事業構想大学
　院大学出版部）

◉知っていますか？SDGs
　日本ユニセフ協会
　／制作協力
　（さ・え・ら書房）

◉すぐにできることからがん
　ばってしようこどもSDGs
　みきつきみ／著
　（弘文堂）

◉マイバッグやマイボトルを活用する　◉ペットボトルの分別　◉節水・節電をする　◉地元の食材を購入する
◉オンライン決済サービスを利用する　◉冷房や暖房の設定温度を意識する　◉認証マークがついた商品を選ぶ
◉環境に配慮した製品やサービスを利用する　◉食品ロスを減らす　◉できるだけ公共交通機関を利用する

福智町社会福祉協議会が「フードバンク」を行っており、企業や家庭などに捨ててしまう未開封の食品の寄付を受け
付けています。例）米、缶詰、乾物、飲料など　　　受付場所▶福智町社会福祉協議会　☎22-6631

◉日本ユニセフ
協会

「SDGs CLUB」

◉外務省
「JAPAN SDGs 
 Action Platform」

◉国際連合
広報センター

「持続可能な開発」

◉ＪＩＣＡ地球ひろば
「ＳＤＧs（持続可能な開

発目標）を学べる教材」 ん
だ
の
ち
、
特
製
の
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

日
王
の
湯
は
、
子
ど
も
た
ち

の
居
場
所
や
地
域
の
皆
さ
ま
と

の
に
ぎ
わ
い
を
楽
し
み
、
子
ど

も
た
ち
が
自
然
と
笑
顔
に
な
れ

る
子
ど
も
食
堂
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
つ
な
が
り
を
作

る
こ
と
で
、
小
学
校
や
中
学
校

を
ま
た
い
だ
友
達
を
作
っ
て
く

れ
る
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

か
月
間
熟
考
。
9
月
30
日
に
行

政
職
員
な
ど
多
く
の
関
係
者
の

前
で
提
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

3
年
1
組
は「
人
が
集
ま
る

町
、
ご
み
の
少
な
い
町
、
健
康

安
全
な
町
」な
ど
多
く
の
視
点
か

ら
持
続
可
能
に
す
る
方
法
を
発

表
。
3
年
2
組
は
よ
り
具
体
的

に
コ
ス
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情

報
発
信
な
ど
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
真
剣
に
向
き
合

い
、
大
人
も
知
ら
な
い
デ
ー
タ
や

ユニ
ー
ク
な
発
想
を
出
す
生
徒
た

ち
。
考
え
、
学
ぶ
こ
と
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
達
成
への
第一歩
に
な
り
ま
す
。

　

福
智
町
観
光
ガ
イ
ド「
ふ
く

ち
案
内
人
」に
よ
る
町
や
上
野
焼

な
ど
の
説
明
の
も
と
、
上
野
焼

窯
元・
渡
窯
を
見
学
し
、
作
陶

（
ろ
く
ろ
）体
験
や
お
茶
会
体
験

を
実
施
。
ふ
れ
あ
い
塾
に
移
動

後
、
炭
火・
鉄
板
焼
ス
テ
ー
キ
＆

ハン
バ
ー
グ
く
ず
は
ら
の
協
力
で
、

上
野
焼
の
器
で
味
わ
う
特
別
ラ

ン
チ
コ
ー
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

町
の
観
光
資
源
を
最
大
限
に

活
用
し
、
地
域
の
文
化・経
済
を

守
り
育
む
。
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
上
野
焼
の
魅
力
や
歴
史
は

確
か
な
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

　

温
泉
de
子
ど
も
食
堂
は
、
そ

の
名
の
と
お
り「
天
然
温
泉
日
王

の
湯
」が
温
泉
施
設
の
強
み
を
生

か
し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

温
か
い
食
事
と
お
風
呂
を
提
供

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
め
ま

し
た
。
昨
年
12
月
7
日
に
第
1

回
を
開
き
、
11
月
で
10
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
福
智
町

近
隣
の
小・
中
学
生
お
よ
び
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
毎
月
第
2
火

曜
に
開
催
。
天
然
温
泉
を
楽
し

　
「
自
分
で
課
題
を
発
見
す
る

力
、
情
報
の
収
集
・
発
信
す
る

力
、
仲
間
と
協
力
す
る
力
」な

ど
生
徒
が
未
来
で
活
躍
す
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
力
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
方
城
中
学

校
。
そ
こ
で
、
方
城
中
3
年
生

は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
目
標
11「
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」を

テ
ー
マ
に
、
各
ク
ラ
ス
5
班
に

分
か
れ
、
福
智
町
を
持
続
可
能

に
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
1

　

福
智
町
で
は
、
町
の
伝
統
・

文
化
の
魅
力
発
信
と
知
名
度

向
上
と
と
も
に
看
板
商
品
の
創

出
、
将
来
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
見
据
え
た
、
町
の
持
続
可
能

な
観
光
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
４
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
誇
る
国
指
定
伝
統

的
工
芸
品「
上
野
焼
」や「
ふ
れ

あ
い
塾
」を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
造

成
を
目
指
し
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

を
11
月
2
日
に
行
い
ま
し
た
。

温
泉
施
設
の
強
み
生
か
し

あ
た
た
か
な
居
場
所
作
り

住
み
続
け
ら
れ
る
故
郷
を

若
者
の
視
点
で
考
え
る

持
続
可
能
な
観
光
の
推
進

文
化
・
経
済
を
守
り
育
む

天然温泉日王の湯
支配人 大塚秀樹

←（左下）が第9回温泉de子ども食堂
と合同で行った「フードパントリー」。「支
援する」という同じ思いでコラボが決定。

コラボ企画

第 9回「温泉 de 子ども食堂」で
は母子支援施設くぬぎの里主催
の「フードパントリー」とコラボ。
くぬぎの里は、寄付された食料
品や日用品、衣服などを無料配
布しています。（不定期で実施）

母子支援施設くぬぎの里主催
「フードパントリー」

12緊張しながらも堂々と提言を発表
した生徒たち。3仲間たちの提言に耳
を傾け、真剣に話を聞く生徒たち。4行
政職員が生徒たちの提言に対し、町の
考え方や取り組みを丁寧に回答。5福
智町防災アドバイザー・高木さんが会社
の活動やSDGsに取り組む事例を紹介。

1登り窯の説明をする渡窯・渡仁さん。
23湯飲みやお皿など作陶（ろくろ）体験
に集中。4ふくち案内人・吉本さんが上
野焼を説明。56ふれあい塾で上野
焼の器で味わう青空レストラン。（田
舎野菜のコンソメすいとん仕立て
㊨、ロｰストビーフのトリュフソース）

11 22

3

3

5

5 44

6

普段の何気ない生活の中でもSDGsの
達成につながる意識・行動はたくさんあ
ります。できることからやってみましょう。SDGsの主人公は

書
籍
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す

私たち
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